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最終更新日: 2026年1月13日 

12秒前 — 

その動画は、何の前触れもなく世界へ広がり始めた。 

深夜0時。 

大学生の遥は、暗い部屋でスマートフォンを手にベッドへ横たわり、眠る前の習慣のよ

うにタイムラインを流していた。 

その瞬間、 

一つの動画が画面を占領する。 

「これ、めっちゃバズってる！」 

「10万リツイート超えだって！」 

コメントは止まらず、数字は秒ごとに跳ね上がる。 

遥は思わず指を止めた。 

――ただの動画のはずなのに。 

なぜか、胸の奥がざわついていた。 

 

� 最終更新: 2026年1月 

 

https://leakvideos.live/smartlink/


� バズの正体とは？ 

遥はふと考えた。 

“バズる”ってどういうことなんだろう？ 

それはまるでウイルスのように、人から人へ瞬時に広がる現象。 

TikTokやInstagram、Xでは毎日のように話題が生まれ、そして消えていく。 

人々は、笑い・涙・驚き・怒り。 

強い感情に動かされて共有ボタンを押してしまう。 

 

� バズは偶然か？ それとも必然か？ 

翌朝、遥の動画編集クラスで、教授がこんな話をした。 

「バズには法則があるんです。感情、タイミング、共感、インフルエンサー、アルゴリ

ズム…… 

どれか一つでも強く働けば、動画は一気に拡散します。」 

遥は思わずうなずいた。 

確かに、バズは“魔法”ではなく、“仕組み”なのだ。 

 

� しかし——その動画は“流出”だった 

数時間後、SNSは別の話題でざわついていた。 

「この動画、本人の許可なしで出回ってるらしい」 

「これ…流出じゃない？」 

遥が見てしまったあの動画は、本来公開されるべきではない映像だった。 

● 個人のプライベート映像 

● 防犯カメラの映像 

● 芸能人の裏側 

● 政治や職場の内部映像 

こうした“リーク”動画は、好奇心を刺激するが、誰かの人生を壊すことにもつながる。 



遥の胸が、ずしんと重くなった。 

 

� なぜ人は流出動画をシェアしてしまうのか？ 

教室の友人がつぶやいた。 

「見ちゃダメだと思いつつ、つい見ちゃうんだよな……」 

理由は単純に見えて、実は複雑だ。 

● エンタメとして面白い 

● トレンドに乗りたい 

● FOMO（見逃したくない） 

● 驚きが大きいほど広がる 

● いいねやコメントが欲しい 

SNSは、人間の感情を刺激するように作られている。 

しかもワンタップで世界中に広がってしまう。 

だからこそ——危険なのだ。 

 

  遥が気づいた“シェアの責任” 

その日の帰り道、遥はスマホを見つめながら考えた。 

「この動画、本当に広めていいものなのかな？」 

流出動画はプライバシー侵害、精神的ダメージ、誤情報、法律問題……。 

被害者にとっては“人生を変える悪夢”になり得る。 

そして、遥はそっとスマホを閉じた。 

 



� SNS時代に必要なのは、ほんの少しの慎重さ 

バズは楽しい。 

みんなで笑い、楽しむ瞬間には大きな力がある。 

でも、誰かの秘密や痛みまで笑いに変えていいわけじゃない。 

● 本当にシェアしていい内容？ 

● 情報源は信頼できる？ 

● 誰かを傷つける可能性は？ 

たった一秒の判断が、未来を守る。 

 

� 物語の終わりに：バズを選ぶか、良心を選ぶか 

翌日、遥は友人に言った。 

「バズってるからって、なんでもシェアしていいわけじゃないよね。」 

SNSの向こうにいるのは、画面の向こうの“誰か”。 

笑顔も涙も、尊重すべき人生の一部だ。 

� バズを楽しむなら、誠実さも忘れない。 

� 好奇心より、相手への思いやりを選ぶ。 

� そして、「シェアしない」という選択肢も勇気のひとつ。 

デジタル時代の私たちは、ただの視聴者ではない。 

情報の“送り手”という力を持っているのだから。 
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